
 令和７年度事業報告書 

【概 要】 

人と自然の豊かな関係をきずく“公園島”を目指し、淡路地域の活性化と花と緑あふれる地域づくり

を推進するため、「淡路を担う人づくり」、「花と緑豊かな環境づくり」、「活気あふれる地域づくり」、 

「あわじ環境未来島構想の推進」の４つの柱で事業を推進した。 

「淡路を担う人づくり」では、淡路島くにうみ講座（４回開催）に 874 名の参加を得、淡路島の魅力を

広く周知するとともに、永田青嵐顕彰全国俳句大会において、4,072名から 7,114句の投句があり、各

種事業を通じたふるさと意識の高揚を図った。 

「花と緑豊かな環境づくり」では、島民の参画を得ながら島内各地で淡路花祭や花の札所事業など

多彩な緑花事業を展開し、一年を通じて花の島・淡路島をアピールした。 

「活気あふれる地域づくり」では、大阪・関西万博のプレイベントとして「淡路花博 25 周年記念 花

みどりフェア」が開催された。また、淡路島の活性化に取り組む団体等への助成や、 淡路島フィルム

オフィスの活動支援、淡路島日本遺産のPRなどに取り組み、多角的に、淡路地域の活性化と交流人

口の増加を図った。 

「あわじ環境未来島構想の推進」では、島内の事業者、個人へのＥＶ車両の導入支援や家庭用蓄

電池の導入支援などにより、島民の省エネに対する意識向上を図った。 
 
 

【事業内容】 

Ⅰ 淡路を担う人づくり 

１ 淡路島くにうみ講座 

淡路島の地域活性化と淡路を担う人づくりを目的として、年間４回実施した。 

 

＜第１回＞   

演   題  淡路島の文明開化～庚午事変のあと  

洲本・淡路島はどうなっていったのか～ 

講   師  浦上 雅史氏（淡路島弁財天厳島神社宮司） 

実 施 日  令和７年８月 25日(月)  

場   所  洲本市文化体育館会議室 

参加者数  144名 

 

＜第２回＞ 

演   題  お気楽園芸のススメ～暮らしは楽しい方が良い～ 

講   師  杉井 志織氏（園芸家） 

実 施 日  令和７年 10月４日(土) 

場   所  淡路夢舞台国際会議場イベントホール 

参加者数  150名 

 

【第１回講座】 

 

【第２回講座】 

 



＜第３回＞ 

演    題  映画「種まく旅人～醪のささやき～」 

上映＆トークショー 

講   師  篠原 哲雄氏（映画監督） 

実 施 日  令和７年 10月 25日(土) 

場   所  洲本市文化体育館文化ホール 

参加者数  300名 

 

＜第４回＞ 

演   題  園芸をトコトン楽しみたい方へ 

講   師  カーメン君 

（(株)Roots-Twist代表取締役、園芸 YouTuber） 

実 施 日  令和８年３月 20日(金・祝)  

場   所  洲本市五色文化ホール 

参加者数  280名 

 

２ 永田青嵐顕彰全国俳句大会 

淡路島出身の俳人 永田青嵐（本名：秀次郎）の功績を広く全国に発信し、俳句文化を通じたふ

るさと意識の高揚を図るため、第 17回全国俳句大会のほか、出前講座を実施した。 

(1) 第 17回永田青嵐顕彰全国俳句大会 

投句募集期間  令和７年６月～９月末 

応募人数  一般 1,157名、学生 2,915名 計 4,072名 

投 句 数  一般 2,262句、学生 4,852句 計 7,114句 

選   句  代表選者稲畑廣太郎氏と選者５名により 

受賞句を選定（受賞句数 260句） 

表 彰 式  令和８年３月１日(日)  

洲本市文化体育館文化ホール 

 

(2) 出前講座 （４回） 

① 開催場所  南あわじ市立松帆小学校 

開 催 日  令和７年７月 10日(木) 

講   師  正井良德氏（選者） 

参加者数  33名（３年生） 

② 開催場所  南あわじ市立志知小学校 

開 催 日  令和７年９月２日(火) 

講   師  正井良德氏、髙野さち氏（選者） 

参加者数  ９名（５年生） 

【出前講座（松帆小学校）】 

【第３回講座】 

【表彰式】 

【第４回講座】 



 

③ 開催場所  兵庫県立淡路高等学校 

開 催 日  令和７年９月８日(月) 

講   師  正井良德氏、髙野さち氏（選者） 

参加者数  13名（３年生） 

④ 開催場所  洲本市立由良中学校 

開 催 日  令和７年９月 19日(金) 

講   師  正井良德氏、髙野さち氏（選者） 

参加者数  12名（３年生） 

 

３ 花づくり人材育成事業 

まちづくりガーデナー奨励事業 

淡路島で花と緑のまちづくり活動に取り組むため、県立淡路景観園芸学校で学び、「まちづく

りガーデナー」、または「まちづくりガーデナー・マスター」として知事認定証の交付を受けた者 

に対し受講料の一部として１人あたり１万円を助成した。（申請受付件数 5件） 

 

Ⅱ 花と緑豊かな環境づくり 

１ 淡路花祭 

花と緑あふれる公園島淡路の創造のため、関係機関・団体と連携・協働し、全島をあげて花と緑

に関するイベントを開催した。 

(1) 淡路花祭 2025春（令和７年３月 20 日(木・祝)～４月 27 日(日)） 

     ※淡路花博 25 周年記念 花みどりフェア 2025 として実施 

① 家族で楽しむ寄せ植え体験 

体験実施  令和７年３月 15日(土) 

展示期間  令和７年３月 15日(土)～５月６日(火･祝)  

場    所  淡路島国営明石海峡公園 

内   容  小学生等を含む家族が制作した寄せ植えを展示 

参加者数  14組 43名（応募 21組） 

 

(2) 淡路花祭 2025秋（令和７年 10月４日(土)～11月９日(日)） 

① オープニングイベント・花と緑の講演会 

（第２回淡路島くにうみ講座と併催） 

開 催 日  令和７年 10月４日(土)  

場    所  淡路夢舞台国際会議場イベントホール 

内   容  吹奏楽部による演奏（東浦中学校）、講演会 

参加者数  150名 

 

【出前講座（由良中学校）】 

【家族で楽しむ寄せ植え体験】 

【東浦中学校吹奏楽部の演奏】 



 

② 第 15回高校生花とみどりのガーデン 

展示期間  令和７年 10月４日(土)～11月９日(日) 

場    所  県立公園あわじ花さじき 

出 展 者  県下農林系高等学校９校、県立淡路景観 

園芸学校 

③ 淡路花祭 PR展示 

展示期間  令和７年 10月４日(土)～11月９日(日)  

場   所  淡路サービスエリア下り線建屋入口付近 

内   容  イベントを周知するため、プランター等を設置 

 

(3) 冬咲きチューリップショー 

① オープニングイベント（一般社団法人淡路島観光協会に委託） 

実 施 日  令和８年１月 24日(土)  

場   所  洲本市民広場 

内   容  D-NEXTWAY DANCE SCHOOL による 

ダンスステージ 

② 冬咲きチューリップ展示 

期   間  令和８年１月 24日（土）～２月 25日(水) 

場   所  洲本市民広場、洲本温泉のホテル・旅館等 

内   容  ５品種、約 6,500本のチューリップ展示 

③ 冬咲きチューリップ球根の無償配布 

実 施 日  令和８年２月 26日（木） 

場   所  洲本市民広場 

配 布 数  約 400袋（１袋あたり 球根 10～15個） 

 

(4) 淡路花祭 2026春（令和８年３月 20日(金・祝)～５月 24日(日)）  

① オープニングイベント・花と緑の講演会（第４回淡路島くにうみ講座と併催） 

開 催 日  令和８年３月 20日(金･祝) 

場    所  洲本市五色文化ホール 

内   容  県立洲本高等学校吹奏楽部による演奏 

② 淡路花祭 PR展示 

展示期間  令和８年３月 20日(金･祝)～４月 19日(日)  

場   所  淡路サービスエリア下り線建屋入口付近 

内   容  イベントを周知するため、プランター等を設置 

 

 

【高校生が創作した庭の展示】 

【洲本市民広場での展示】 

【オープニングイベント】 



 

(5) 第２回花の島淡路インスタグラムフォトコンテスト 

内   容  「淡路島内にある花の名所等の季節ごとの魅力」を 

テーマにした写真をインスタグラムで募集 

部   門  夏部門、秋部門、冬部門、春部門の４部門 

撮影期間  夏部門 令和７年６月１日(日)～８月 31日(日) 

     秋部門 令和７年９月１日(月)～11月 30日(日) 

     冬部門 令和７年 12月１日(月)～令和８年２月 28日(土) 

     春部門 令和８年３月１日(日)～５月 31日(日) 

 

２ 花の札所推進事業（あわじ花へんろ） 

花の島・淡路島の魅力を広く発信するため、花の景勝地や観光施設等を「花の札所」として指定

（現在 77 箇所：洲本市 22 箇所、南あわじ市 23 箇所、淡路市 32 箇所）するとともに、スタンプラリ

ーの開催や開花情報などの情報発信を通じ、「花の札所」の取組を支援した。 

(1)  花の札所への支援等 

① 花の札所拡充事業 

花の札所が実施する花木剪定・植替や施設の利便性を高める整備等魅力向上や誘客の

ための取組に対し、15万円を上限に助成。  

助成件数 ４件 

② 花の札所開花状況等情報提供促進奨励金交付 

公的施設等を除く花の札所のうち、年５日以上見頃の花の写真等を花の札所インスタグラ

ムに投稿した施設に対し、１施設あたり２万円の奨励金を交付。 

交付件数 19件 

 

(2) 広報 PR 

① 花の札所 WEBスタンプラリー 

花の札所を巡り、獲得したスタンプ数に応じて、淡路島の特産品などが当たるスタンプラリ

ーを開催し、花の島・淡路島への誘客を促進。 

開催期間  毎年３月１日～翌年２月末日（通年） 

ア 花の札所ガイドブック（小冊子）、花の札所 WEB スタンプラリーチラシの作成（隔年） 

花の札所巡りの案内書となる花の札所ガイドブック、WEB スタンプラリーチラシを作成し、

関連施設や希望者等に配布。 

イ 花の札所WEB スタンプブックの運用による情報発信 

登録者数：6,322名 

 

 

 

【第１回フォトコン最優秀賞】 



 

ウ 応募状況 

スタンプ数 コース名 賞  品 応募者数 当選者数 

５スタンプ Ａコース 2026花の札所カレンダー 28名 20名 

10 スタンプ Ｂコース 淡路島玉ねぎ３kg 101名  15名 

25 スタンプ Ｃコース 淡路島鮎原米５kg 69名 10名 

77 スタンプ Ｄコース（満願成就） 淡路牛１kg 26名 5名 

計 224名 50名 

 

② 2026花の札所カレンダーの作成 

四季折々の花の札所を紹介した花の札所2026カレンダーを12月上旬に作成し、花の島・

淡路島の魅力をＰＲ。 

作成部数 400部    

配布先 花の札所、マスコミ関係、賛助会員など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ あわじ花へんろホームページ、インスタグラム、フェイスブックによる情報発信 

ＳＮＳを活用して、開花情報や花の札所からの最新情報などを随時発信。 

→『花の札所』で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【WEB スタンプブック】 【花の札所カレンダー】 【スタンプラリーチラシ】 

【71 番札所 成相寺】 【75 番札所 三熊山】 【花の札所 WEB スタンプ台】 



 

３ 環境美化事業 

「環境立島淡路」島民会議に参画し、「環境美化月間」及び「淡路全島 

一斉清掃の日」活動に係る広報活動を実施した。 

環 境 美 化 月 間   ７月、11月 

全島一斉清掃実施日  ７月６日(日) 、11月９日（日）  

 

Ⅲ 活気あふれる地域づくり 

１  淡路花博 25周年記念 花みどりフェア 

国際園芸・造園博ジャパンフローラ 2000（淡路花博）の開催から 25 周年を記念するとともに、2025

大阪・関西万博のプレイベントとして「淡路花博 25 周年記念 花みどりフェア」を開催し、淡路花博

のテーマである「人と自然の共生」の理念を次世代に継承・発展させることができた。 

 

開催テーマ  「自然と生きる、いのちをつなぐ淡路島」 

会 期：令和７年３月 20 日（木・祝）～４月 27日（日） 39日間 

会 場：メイン会場 （淡路会場）淡路夢舞台及び国営明石海峡公園 

（洲本会場）洲本市中心市街地 

（南あわじ会場）淡路ファームパーク イングランドの丘  

サテライト会場 島内観光施設等 88か所 

 

    来場者：メイン会場 684,009人 

（淡路会場 447,215人、洲本会場 97,983人、南あわじ会場 138,811人） 

         サテライト会場 1,217,261人（88か所計） 

    事業費：327,258千円（予算 398,000千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域活性化助成事業 

淡路島の地域活性化を図ることを目的とした、まちおこし事業、地域交流事業、文化・芸術事業、

及び「国生みの島」をテーマとした事業等を実施する団体に対し経費の一部として 20 万円を上限

に助成した。  採択件数  11件 

 

ゆめはっち 

【全島一斉清掃ポスター】 

淡路会場（春のカーニバル） 
洲本会場 

（大浜竹灯篭ライトアップ） 

南あわじ会場 

（花の丘「放牧場の花畑」） 



３ 淡路島総合観光戦略推進事業 

令和５年３月に策定された「淡路島総合観光戦略」に基づく観光客の誘致等に向けた一般社団 

法人淡路島観光協会の取組を支援し、淡路地域の交流人口の増加や活性化を図った。 

(1) 淡路島総合観光戦略の推進 

専門人材の登用、淡路島観光戦略会議・淡路島観光会議の運営、淡路島観光客満足度調査

の実施等 

(2) 来島者受入環境整備事業 

    観光人財育成、多言語対応等インバウンド推進体制の整備、あわじ島創作料理コンテストの開

催、淡路島ならではの情報発信等 

(3) 首都圏誘客戦略（空港等の活用促進）の展開 

空港等活用促進、徳島空港からレンタカー利用での来島促進、首都圏誘客促進等 

(4) サイクルツーリズムの推進 

   サイクリスト誘引推進、他地域との広域的な連携等 

(5) ヘルスツーリズムの推進 

   「ヘルスツーリズム」を深化させたコンテンツの磨き上げと情報発信 

(6) 大阪・関西万博等連携推進事業 

ＤＭＣ・旅行エージェントと連携したコンテンツの磨き上げ、多様なニーズを満たす人材の育成、

インバウンド向け情報の発信 

 

４ AWAJI島博の開催 

大阪・関西万博に合わせ開催する AWAJI島博の実行委員会に引き続き参画し、一般社団法

人淡路島観光協会、県、島内３市等とともに淡路島全体のプロモーションを実施した。 

開催期間：令和７年３月２０日（木・祝）～１０月１３日（月・祝） 

事業内容：(1) ロゴマークを活用した各種広報活動の展開 

(2) ホームページによる情報発信 

(3) 広告プロモーションの実施 

(4) デジタルスタンプラリー事業の実施 

 

５ 活力創生プロジェクト支援事業 

(1) 淡路島ロングライド 150支援事業 

県及び島内３市等で構成する「淡路島ロングライド 150 実行委員会」に参画し、運営経費を負

担する。今年度は、淡路島一周 150ｋｍ（通称「アワイチ」）を走行するファンライドを秋と春に２回

開催した。 

① 淡路島ロングライド 150 -AUTUMN 2025- 

開 催 日  令和７年９月 15日(月・祝) 

参加者数  申込：300 名、出走：277名、 

完走：231名 （完走率：83.4％） 

【AUTUMN 2025】 



② 淡路島ロングライド 150 -SPRING 2026- 

開 催 日  令和８年３月 15日（日） 

定    員  300名 

参加者数  申込：300 名、出走：281名、完走：263名 （完走率：93.6％） 

 

(2) 本四道路活用イベント事業 

県、島内 3 市等で構成する「本四道路活用イベント実行委員会」に参画し、地域間交流や本

四道路の利用促進の一環として実施している体験ツアーの開催を支援した。 

開 催 日  令和７年 11月 29日(土)、30日(日) 

開催内容  ① 明石海峡大橋海上ウォーク 

        ② ２橋ウォークツアー（明石海峡大橋海上ウォークと大鳴門橋「半分ウォーク」） 

        ③ うずしおクルーズツアー（明石海峡大橋海上ウォークとうずしおクルーズ） 

参加者数  11月 29日(土)：1,123名、11月 30日(日)：1,145名 

 

(3) 広域連携イベント等支援事業 

淡路全島で取り組む広域的な事業として、島内外の事業者と島内３市が連携し、淡路島の食

と観光、住まいの魅力を発信する「淡路島ええもん美味いもんフェア」の開催を支援した。 

開催期間  令和 7年 12月 23日（火）～27日（土）   

場   所  JA東京アグリパーク（東京都渋谷区代々木） 

 

(4) Awaji Art Circus支援事業 

国内外で活躍するアーティストによるパフォーミングアートフェスティバル（Awaji Art Circus）を

支援するため、同実行委員会（県、島内３市等で構成）に参画するとともに助成を行った。 

取  組 期  間 場  所 来場者数 

Awaji Art 

Circus2025 

令和 7年 10月 

12日(日)、13日(月・祝)、18日(土)～

20日(月)、24日(金)～26日(日) 

旧アソンブレホール 

（淡路市岩屋） 2,055人 

 

６ フィルムオフィス事業 

淡路島内での映画、テレビ番組、テレビＣＭなどのロケ撮影に際し、ロケ場所の紹介、撮影コー

ディネート、エキストラの手配等を行う「淡路島フィルムオフィス」の活動を支援する。 

今秋に公開した映画「種まく旅人～醪のささやき～」のプロモーションと連動しロケ地マップやデ

ジタルスタンプラリー、出演者の特別インタビュー配信など公開に合わせ、積極的な広報活動を

展開し、幅広い層の誘客を図った。 

 

 

 



(1) ロケ等支援実績 

ロケ相談件数 33件。うちロケ支援実績 22件 

[内訳] 映画 4件、TV番組 6件、TVCM4件、スチール、MV・PV・PR映像等 8件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) うみぞら映画祭の開催支援   

海の上に巨大なスクリーンを浮かべ、砂浜から映画を楽しむ「海の映画館（大浜海水浴場）」を 

  メイン会場に開催された映画祭を支援した。 

 開催期間中には、淡路島フィルムオフィス20周年コラボ企画として、支援作品の上映やアーティ 

ストを招いたトーク＆ライブを開催し多くの来場者で賑わった。 

開催期間  令和７年４月 26日(土)～27日(日）２日間 

場   所  海の映画館（大浜海水浴場） 

来場者数  約１万人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 淡路島日本遺産推進事業  

平成 28年４月に認定された淡路島日本遺産の認知度を高め、交流人口の増加による地域活

性化に寄与するため、島内３市、県民局、淡路島観光協会等で組織する「淡路島日本遺産委員

会」に参画し、事業を推進した。 

（１）島内各地の取組等を広く周知するための島内全戸配布情報誌への情報掲載 

（２）全国くにうみ漫画ワールドカップの開催支援 

（募集：令和 7年 9月～11月、表彰式：令和 8年 2月） 

(3)淡路島日本遺産ＰＲ用ポスター等オフィシャルグッズの制作・配布 

淡路島の花 4K ムービー上映 & 

 水上花火のコラボ演出 

BS11 黒谷友香お庭つくります

（淡路市 S 邸） 

小森石油 CM 撮影（洲本城） 

 

スタンプラリー実施 

 

淡路島フィルムオフィス 20 周年記念イベント 

アニメ新作「神去月のけもの」製作発表 



Ⅳ あわじ環境未来島構想の推進 

県、市、地域団体、企業等と協働して持続可能な地域づくりを目指す「あわじ環境未来島

構想」を推進する。 

 

１ あわじ環境未来島構想推進協議会の設置運営 

【第１回総会の開催】 

開催日  令和７年５月 27日（火) 

場 所  淡路夢舞台国際会議場メインホール 

内 容  規約改正、総合特別区域事後評価等の議決 

 

【第２回総会の開催（書面）】 

発送日  令和７年７月 16日（水） 

内 容  協議会新会長の選任 

議決日  令和７年７月 30日（水） 

 

２ あわじ環境未来島構想の情報発信 

(1)  あわじ環境未来島情報発信事業 

ホームページ及びインスタグラムにより構想の取組を随時発信した。 

ホームページアドレス http://www.awaji-kankyomiraijima.jp/ 

インスタグラム    awaji_kankyomiraijima 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ノベルティグッズ等の作成 

SDGsに配慮したノベルティグッズ等を作成し、 

イベント等での構想の啓発を行った。 

今年度は、バンブーファイバーを 30%配合した 

タンブラーを作成し、竹資源の有効活用に向けた 

の取組の普及啓発を行った。 

【インスタグラム】 【あわじ環境未来島構想ホームページ】 

【第１回総会の様子】 

【バンブーファイバータンブラー】 

http://www.awaji-kankyomiraijima.jp/


 

３ あわじ環境未来島体験ツーリズムの推進 

(1) あわじ環境未来島体験ツアーの開催 

あわじ環境未来島構想に基づき、SDGsや淡路島の未来 

を考えるきっかけの場となる体験ツアーを開催した。 

開 催 日  令和７年 11月 22日（土） 

場    所  淡路市内 

 

行    程  AWAJI EARTH MUSEUM（自然体験、地元食材を使用したピザ・スープづくり 

体験） 

⇒野島断層保存館（VR地震体験） 

募集人数  25名 

 

(2) あわじ環境未来島構想に関する研修・視察等の受入及び出前授業の実施 

     あわじ環境未来島構想に関心のある企業・学校等の研修・視察について、資料提供やレ 

クチャー、研修・視察先の調整等を行ったほか、小学校等での出前講座を実施した。 

  【研修・視察等の受入件数】 ３件 

  【出前講座実施件数】    ７件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「ＥＶアイランドあわじ」推進事業 

島内の個人及び事業者を対象として、ＥＶの導入補助を 

行うことにより、ＥＶの普及促進を図った。（１件あたり 

10万円） 

【申請期間】 

令和７年４月１日（火）～令和８年２月 27日（金） 

【採択件数】 

18件 【11月 14日で受付終了】 

 

 

【補助事業用啓発ステッカー】 

【広田小学校での出前授業の様子】 

【ピザづくり体験】 



５ エネルギーの地産地消促進事業(家庭用蓄電池の導入支援) 

太陽光発電の自家消費対策として家庭用蓄電池を導入する島民に対して設備費の一部を

支援することにより、家庭におけるエネルギーの地産地消を促進した。（１件あたり上限 15

万円） 

  【申請期間】 令和７年４月１日（火）～令和８年２月 27日（金） 

  【採択件数】 40件【９月 24日で受付終了】 

 

６ 住民参加型太陽光発電事業（住民参加型くにうみ太陽光発電所）の稼働状況等 

(1) 稼働状況等 

県が住民参加型市場公募債を発行して県民から募った資金を発電所の建設・運営資金とし 

て借り受け、県立淡路島公園隣接用地にメガワット級の太陽光発電所を建設し、全量売電を行 

っている。 

・場 所      淡路市岩屋2423番地（県立淡路島公園隣接用地約1.4ha） 

・発 電 出 力          950kＷ 

・計 画 発 電 量   100万kWh 

・令和７年度発電量  約128万kWh 

 

(2) 長期経営計画について 

当事業は、県が県民債を発行して調達した資金(４億円)を借り受けて実施しており、発電実 

   績は事業開始以降、安定して年間予定発電量(1,000,000kwh)を上回っている。 

借入金は売電収入から返済することとし、令和８年３月末現在、借入残高は、1億 5,580万 

円で、令和 15年度まで償還計画通り毎年 2,060万円ずつ返済していく。 

 

Ⅴ 普及啓発 

   当協会の事業を周知するため、様々な媒体と機会を活用し情報発信に取り組んだ。 

 

1 ホームページ等による情報発信   

ホームページで、当協会の事業及び淡路島の情報を発信した。 

インスタグラムやフェイスブックのサイトも立ち上げ、スマートフォン向けの情報発信を行った。 

HPアドレス   https://www.kuniumi.or.jp/ 

インスタグラム           フェイスブック   

 

https://www.kuniumi.or.jp/


 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

2 各種媒体を使った広報 

ノベルティグッズ（「2025 花の札所カレンダー」や花の種等）を 

配布するとともに、地元情報誌など各種媒体を通じて協会事業 

を紹介し広報を行った。 

 

3 協会広報紙（ＰＲＯＦＩＬＥ）の作成 

当協会の概要や事業を紹介する広報誌 300部を作成し、 

配布した。 

 

4 淡路島花の応援団 

淡路島の魅力を島内外に広く発信し、淡路島のイメージアッ 

プを図っていくため、著名人に「淡路島花の応援団」を委嘱し 

ている。 

（委嘱者数 11名（令和８年３月 31日現在）） 

 

 

 

 

 

【附属明細書の作成について】 

 上記の事業報告に関して、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34 条第 3 項に規定されて 

いる附属明細書により、その内容を補足すべき重要な事項はありませんので、附属明細書は作成しておりません。 

 

 

令和８年６月 

一般財団法人 淡路島くにうみ協会 

 

【協会ホームページ】 

【協会広報紙（Profile2025）】 

【インスタグラム】 

【花の種】 

【花の種】 

【フェイスブック】 


